
                                          

真
言

 

発
行 

宗
教
法
人
大
楽
院 

 
 
 

真
言
宗
豊
山
派
医
王
山
興
福
寺
大
楽
院 

代
表
役
員
・
住
職 

酒
主 

秀
寛 

大楽院機関紙 真言 ２０２４年（令和６年）１１月１日 NO.１５２ 

 

三
祖
宝
号
（
宗
祖
、
中
興
祖
、
派
祖
） 

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」 

「
南
無
興
教
大
師
」 

「
南
無
専
誉
僧
正
」
を
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う 

 
 

墓
参
後
は
本
堂
で
ご
本
尊
様
に
お
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う 

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院 

役
員 

 

代
表
役
員 

 
 
 
 

酒
主 

秀
寛 

 

責
任
役
員 

 
 
 
 

草
野 

公
雄 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

恒
男 

 

総 
 

代 
 
 
 
 

箱
崎 

 

豊 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

正
久 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

好
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野 

幹
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

 

仁 

 

代
表
世
話
人 

 
 
 

橋
本 

 

明 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

武
夫 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

岳
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
野 

治
久 

世
話
人
・
評
議
員 

 

新
妻 

 

孝 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

芳
樹 

 

同 
 
 
 
 
 

 
 

新
妻 

則
彦 

 

同 
 
 
 
 
 

 
 

渡
邉 

幸
生 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

義
栄 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

関
谷 

宗
久 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

一
信 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

和
治 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

三
男 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

明 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉 

良
平 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
部 

 

昇 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

朋
典 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

正
樹 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

 

学 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

芦
口 

純
一 

 

信
徒
総
代 

 
 
 
 

松
本 

公
一 

（
敬
称
略
・
令
和
六
年
十
月
一
日
現
在
） 

 

総
本
山
長
谷
寺
団
参 

六
月
十
八
日
、
檀
信
徒
十
七
名
が
総
本
山
長
谷
寺
に
登
嶺

し
、
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
御
宝
前
に
て
法
要
を
厳
修

い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
檀
中
過
去
一
切
精
霊
・
当
山

代
々
先
師
尊
霊
等
の
御
回
向
と
、
檀
信
徒
各
位
の
安
寧
と
衆

生
の
福
寿
増
長
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
氏
が
団

参
登
嶺
回
数
に
よ
る
褒
状
を
授
与
し
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
大
阪
城
ほ
か
を
研
修
し
、
有
意
義
な
二
日
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

大
施
餓
鬼
会
並
び
に
新
盆
供
養
会 

八
月
六
日
、
当
山
恒
例
行
事
の
大
施
餓
鬼

会
を
有
縁
の
諸
大
徳
様
の
御
助
法
を
賜
り
、

新
盆
家
・
総
代
の
皆
様
に
出
席
の
も
と
執
り

行
い
ま
し
た
。 

住
職
導
師
の
も
と
、
本
尊
供
養
に
続
き
餓

鬼
供
養
を
行
い
、
三
界
萬
霊
、
檀
中
過
去
一

切
精
霊
、
水
子
霊
位
、
東
日
本
大
震
災
罹
災

者
諸
精
霊
、
牛
馬
諸
精
霊
、
愛
玩
動
物
諸
精

霊
、
そ
し
て
新
盆
各
霊
の
ご
供
養
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
全
檀
徒
の
塔
婆
供
養

を
行
い
ま
し
た
。 

               
 

  

町
指
定
文
化
財 立

石
不
動
尊
堂
祈
祷
会 

祈
祷
会
が
、
八
月
十
七
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

当
日
は
、
朝
か
ら
氏
子
の
皆
様
に
て

境
内
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

台
風
接
近
に
よ
る
大
雨
の
影
響
で
、
地

域
の
お
祭
り
の
開
催
は
見
合
わ
せ
と
な

り
、
法
要
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

当
堂
は
、
氏
子
各
位
の
お
力
に
よ
り

護
持
さ
れ
て
お
り
、
長
く
地
域
の
心
の

拠
り
所
と
な
り
続
け
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

              
 

  

高
野
山
、
根
来
寺
ほ
か
参
拝 

九
月
三
～
四
日
、
檀
信
徒
七
名
と
と
も
に
高
野

山
金
剛
峰
寺
（
宗
祖
弘
法
大
師
）、
新
義
真
言
宗

総
本
山
根
来
寺
（
中
興
祖
興
教
大
師
・
覚
鑁
）
ほ

か
を
参
拝
し
ま
し
た
。 

お
大
師
さ
ま
が
今
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
云
わ

れ
て
い
る
奥
之
院
御
廟
で
手
を
合
わ
せ
、
毎
日
二

度
食
事
を
届
け
る
「
生
身
供
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

参
加
者
は
以
前
に
総
本
山
長
谷
寺
（
派
祖
専
誉

僧
正
）
を
お
参
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
三
祖
巡
礼

結
願
と
な
り
ま
し
た
。 

本
山
特
派
布
教
師
特
任 

 

当
山
住
職
、
四
月
一
日
付
で
、
管
長

猊
下
特
任
の
本
山
特
派
布
教
師
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。 

早
速
、
四
月
末
に
三
日
間
に
わ
た
っ

て
総
本
山
長
谷
寺
に
て
「
牡
丹
期
布
教
」

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

ま
た
八
月
に
は
、
施
餓
鬼
法
要
に
出

仕
し
た
ご
寺
院
で
法
話
を
行
い
ま
し

た
。 今

後
出
張
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

～
お
知
ら
せ
～ 

令
和
七
年
年
春
頃
に
総
本
山
長
谷
寺
団

参
（
一
泊
二
日
・
航
空
機
利
用
）
を
計
画
中

で
す
。 

ご
希
望
の
方
・
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

住
職
ま
た
は
寺
族
ま
で
。
申
込
期
限
二
月

末
日
。 

参
加
費
等
詳
細
は
申
込
者
へ
追
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

２
０
３
４
年
（
令
和
十
六
年
）
は

宗
祖
弘
法
大
師
千
二
百
年
御
遠
忌
で

す 

御
遠
忌
と
は
、
百
年
以
上
の
年

忌
で
、
五
十
年
毎
に
一
度
行
わ
れ
る

大
き
な
法
要
の
こ
と
で
、
宗
派
で
は

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

当
山
に
お
い
て
も
、
記
念
事
業
等

を
計
画
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
、
総
代
会
等
で
協
議
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。 

雨に映える紫陽花（長谷寺本堂） 



 

四
月
末
に
総
本
山
長
谷
寺
に
牡
丹
期
布
教

の
た
め
登
嶺
し
た
時
の
こ
と
を…

 

長
谷
寺
で
三
日
間
の
お
話
を
終
え
て
い
ざ

帰
路
へ 

門
前
に
て
予
約
し
て
あ
っ
た
タ
ク

シ
ー
を
待
つ 

乗
車
し
た
途
端
、
運
転
手
さ
ん

が
「
こ
こ
に
来
る
途
中
、
お
ま
い
り
後
と
思
わ

れ
る
妊
婦
の
方
が
辛
そ
う
に
駅
の
方
へ
向
か

っ
て
い
る
姿
を
見
た 

も
し
ま
だ
歩
い
て
い

た
ら
同
乗
さ
せ
て
あ
げ
て
良
い
か
？
」
と
の
こ

と 

「
勿
論
」
と
答
え
、
運
転
手
さ
ん
大
勢
の

人
中
の
参
道
を
安
全
に
そ
し
て
急
い
で
駅
に

向
か
い
車
を
進
め
る 

そ
れ
ら
し
き
姿
は
な

か
な
か
見
え
て
こ
な
い…

し
ば
ら
く
し
て
信

号
待
ち
で
停
ま
っ
た
先
に
大
き
な
お
な
か
の

女
性
の
姿
が
見
え
た 

長
谷
寺
駅
に
は
最
後

の
急
な
長
い
上
り
坂
が
あ
る 

女
性
と
そ
の

旦
那
さ
ん
と
思
わ
れ
る
二
人
を
乗
せ
る 

駅

で
下
車
後
、
二
人
か
ら
は
丁
重
に
お
礼
を
言
わ

れ
た 

安
心
安
全
に
目
的
地
ま
で
届
け
る
こ

と
が
仕
事
の
運
転
手
さ
ん 

常
に
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

を
実
行
で
き
る
こ
と
、
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た 

総
本
山
長
谷
寺
で
良
き
お
話
を
し
た
つ
も

り
だ
が
、
最
後
に
こ
ち
ら
が
運
転
手
さ
ん
の
良

き
事
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た 

こ
れ
こ
そ
が

観
音
さ
ま
の
功
徳
力
な
の
だ
ろ
う  

住
職 

合
掌 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院 

法務等のご相談は、下記までお願いします 

 

〒979-0603  

福島県双葉郡楢葉町大字井出字谷地６５ 

電話 0240-25-2434  FAX 0240-25-4808 

https://dairakuin.net 

 
お寺の最新情報は、 

SNS（instagram）で 

発信しております 

令
和
七
年 

年
回
表 

一
周
忌 

 
 
 

令
和
六
年 

三
回
忌 

 
 
 

令
和
五
年 

 
 

七
回
忌 

 
 
 

令
和
元
年 

平
成
三
十
一
年 

十
三
回
忌 

 
 

平
成
二
十
五
年 

十
七
回
忌 

 
 

平
成
二
十
一
年 

二
十
三
回
忌 

 

平
成
十
五
年 

二
十
七
回
忌 

 

平
成
十
一
年 

三
十
三
回
忌 

 

平
成
五
年 

三
十
七
回
忌 

 

平
成
元
年 

昭
和
六
十
四
年 

四
十
三
回
忌 

 

昭
和
五
十
八
年 

四
十
七
回
忌 

 

昭
和
五
十
四
年 

五
十
回
忌 

 
 

昭
和
五
十
一
年 

百
回
忌 

 
 
 

大
正
十
五
年 

追
善
供
養
は
毎
年
行
う
の
が
本
義
で

す
。
こ
こ
に
は
代
表
的
な
年
回
を
掲
載

し
ま
し
た
。
供
養
の
在
り
方
に
つ
い
て

不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

お
悔
や
み 

 

総
代
顧
問 

松
永 

光
久
様 

 

八
月
七
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

 

総
代
と
し
て
住
職
を
お
支
え
下
さ
い

ま
し
た 

生
前
の
当
山
へ
の
多
大
な
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 

合
掌 

令
和
七
年
不
動
明
王
元
朝
護
摩
祈
祷
会
実
施
要
領 

 

一 
期 

 

日 

令
和
七
年
一
月
一
日
（
水
）
午
前
八
時 

 

二 

会 
 

場 

大
楽
院
護
摩
堂 

 

三 

お
札
申
込 

申
込
書
ま
た
は
電
話
に
て
、
十
二
月
二
十
五 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
ま
で
（
期
限
厳
守
） 

 

四 

祈
祷
料 

 

お
札
一
体 

（
小
）
三
千
円
、（
中
）
五
千
円
、 

（
大
）
一
万
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

願
文
は
お
札
一
体
に
つ
き
、
二
つ
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
身
体
健
全
な
ど 

 

五 

お
札
引
渡 

一
月
一
日
祈
祷
会
以
降
随
時 

 
 

不
動
明
王
は
、
大
日
如
来
が
な
か

な
か
仏
人
々
を
お
救
い
す
る
た
め
に

仮
に
怒
れ
る
姿
を
し
て
い
る
が
、
内

心
は
慈
悲
に
満
ち
て
い
て
、
精
霊
は

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
に
も
家
内
安
全
、

交
通
安
全
等
こ
の
世
で
の
ご
利
益
を

お
授
け
く
だ
さ
い
ま
す 

     
 
 
 

 

ご
寄
進 

 
 

一
．
浄 

財 

令
和
六
年
新
盆
家
各
位 

 

堂
内
仏
具
購
入
費
等
に
充
当
予

定
で
す 

  

一
．
浄 

財 

 
 

お
中
元
、
盆
・
彼
岸
等
の
お
供
え 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
随
時
の
お
供
え
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
は
、
定
期
的
に
本
尊
へ
の

供
花
や
野
菜
の
お
届
け
等
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

お
心
遣
い
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

尚
、
寄
進
者
の
お
名
前
は
本
堂
内

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

合
掌 

  
 
 
 

 

 

令
和
七
年
の
恒
例
行
事
等
に
つ
い
て
（
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
） 

元
朝
護
摩
祈
祷
会
は
、
護
摩
堂
に
て
一
月
一
日
（
水
）
午

前
八
時
よ
り
行
い
ま
す
。
護
摩
札
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
山
の
う
え
諸
願
成
就

を
ご
祈
願
く
だ
さ
い
。 

大
般
若
経
六
百
巻
転
読
会
は
、
三
月
二
十
日
（
春
分
の
日
）

午
前
十
時
半
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
転
読
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。 

大
施
餓
鬼
会
及
新
盆
供
養
会
は
、
八
月
六
日
（
水
）
午
前

十
時
三
分
よ
り
新
盆
家
、
総
代
出
席
に
よ
り
行
い
、
塔
婆
供

養
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

お
施
餓
鬼
（
お
盆
）
の
塔
婆
は
、
祖
霊
の
あ
る
全
て
の
檀

家
分
の
建
立
と
い
た
し
ま
す
。
護
寺
費
（
お
寺
の
維
持
管
理

に
充
て
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
檀
家
一
律
二
千
円
と
な
り

ま
す
。
檀
家
の
つ
と
め
と
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
尚
、
複
数
年
に
わ
た
り
護
寺
費
未
納
の
方
は

葬
儀
や
法
事
な
ど
の
檀
務
等
に
制
限
の
か
か
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
予
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

尚
、
観
世
音
祈
祷
会
及
び
水
子
地
蔵
尊
供
養
会
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
へ
別
途
案
内
す
る
予
定
で
す
。 

◎
お
墓
に
つ
い
て 

境
内
に
合
祀
墓
地
が
ご
ざ
い
ま
す
。
身

寄
り
の
な
い
方
、
諸
事
情
に
よ
り
ご
供
養

が
難
し
い
方
、
永
代
供
養
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

◎
位
牌
預
託
に
つ
い
て 

諸
事
情
に
よ
り
ご
供
養
が
難
し
い
方
、

堂
内
位
牌
堂
に
て
お
位
牌
を
預
か
り
、
当

方
で
ご
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

令和５年度大楽院収支状況を報告いたします 「宗教法人大楽院」は、檀信徒さまからの浄財等により維持・運営しております 

・会費収入（護寺費１家@２千円）は宗派等賦課金、本堂の消耗仏具、本堂・書院などの光熱水費等に充当しております 

・施餓鬼塔婆供養料（１本@５千円）や元朝護摩祈祷料は「儀式行事収入」に分類され、本堂・書院などの火災保険料等に充当しております 

・お盆やお彼岸のお供えは「御供収入」に分類され、お葬式の戒名料や永代供養料とともに主に管理費に充当しております 

 


